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三
月
特
別
活
動 

ど
ん
ぐ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
苗
木
の
植
樹
） 

活
動
日 

 

三
月
六
日
（
日
） 

晴
時
々
曇 

 
 

活
動
時
間 

九
時
三
十
分
～
十
四
時
三
十
分 

 
 

活
動
場
所 

太
陽
が
丘 

 
 

参
加
者 

 

会
員 

八
名 

 
 
 
 

 
 
 

一
日
体
験 

大
人
八
名
子
供
六
名 

 

今
日
は
一
日
体
験
と
し
て
、
ど
ん
ぐ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、

家
で
苗
木
を
育
て
た
人
た
ち
が
十
四
名
も
参
加
し
て
く
れ

た
。
自
分
の
苗
木
を
我
が
子
の
よ
う
に
抱
え
て
い
た
の
は
微

笑
ま
し
か
っ
た
。
い
つ
も
の
安
全
十
ヶ
条
の
唱
和
も
、
特
に
小

さ
な
子
供
は
前
ま
で
出
て
き
て
大
き
な
声
で
し
て
く
れ
、
そ

し
て
ラ
ジ
オ
体
操
も
元
気
に
し
て
く
れ
た
。 

午
前
は
、
今
日
の
体
験
者
た
ち
が
育
て
た
苗
木
を
中
央
広

場
か
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
広
場
の
坂
道
の
周
辺
に
植
樹
し
た
。
コ

ナ
ラ
や
ク
ヌ
ギ
な
ど
約
三
十
本
位
。
植
樹
の
穴
を
掘
る
の
だ

が
、
石
や
木
の
根
が
あ
り
、
み
ん
な
そ
れ
な
り
に
苦
労
を
し

た
。
植
樹
し
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
に
名
前
を
書
き
楽
し
そ
う
に
作

業
を
し
て
く
れ
た
。
そ
の
後
、
い
ろ
い
ろ
な
質
問
を
小
林
副
会

長
は
じ
め
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ
の
面
々
に
し
て
い
た
。 

午
後
か
ら
は
、
小
林
、
新
宮
両
会
員
が
家
で
育
て
た
ア
ベ
マ

キ
百
二
十
本
、
ク
ヌ
ギ
百
本
、
コ
ナ
ラ
百
十
本
、
栃
二
十
本
、

ウ
バ
メ
ガ
シ
二
十
本
、
シ
ラ
カ
シ
五
十
本
、
合
計
約
四
百
二
十

本
の
苗
木
を
ふ
れ
あ
い
の
森
の
北
側
に
植
樹
し
た
。
持
ち
込

ま
れ
た
苗
木
が
細
く
て
小
さ
い
の
で
、
直
径
五
㎝
の
木
材
を

木
槌
な
ど
で
叩
い
て
穴
を
あ
け
そ
こ
に
植
え
る
と
い
う
作
業

を
し
た
。
簡
単
な
よ
う
だ
が
、
こ
れ
だ
け
の
数
と
な
る
と
や
っ

ぱ
り
疲
れ
た
。 

終
礼
で
は
、
押
川
み
な
と
ち
ゃ
ん
（
小
学
三
年
）
が
「
楽
し

か
っ
た
。
ど
ん
ぐ
り
を
植
え
る
の
が
面
白
か
っ
た
。
い
つ
大
き

く
な
る
か
ま
た
見
に
来
た
い
。
来
年
も
植
え
た
い
。
」
と
は
き

は
き
と
感
想
を
言
っ
て
く
れ
た
。 

（
記 

木
曽 

宗
統
） 

三
月
定
例
活
動 

工
具
の
棚
卸
し
、
倉
庫
Ｄ
の
屋
根
葺
き
替
え
、 

 
 

 
 

 
 

野
鳥
観
察
小
屋
前
（
桜
広
場
）
の
整
備 

活
動
日 

 

三
月
二
十
日
（
日
） 

晴
時
々
曇 

 
 

活
動
時
間 

九
時
三
十
分
～
十
五
時
三
十
分 

 
 

活
動
場
所 

天
ケ
瀬
森
林
公
園 

 
 

参
加
者 

 

会
員 

十
二
名 

 

暖
か
い
日
が
続
く
と
思
う
と
、
寒
さ
が
戻
り
不
順
な
天

候
で
、
参
加
会
員
も
今
ま
で
一
番
少
な
い
中
、
深
田
会
長

の
挨
拶
、
木
曽
事
務
局
長
の
事
務
連
絡
、
松
川
参
与
の
安

全
十
カ
条
唱
和
、
準
備
体
操
、
本
日
の
作
業
予
定
説
明
等

の
恒
例
行
事
を
行
っ
た
後
、
早
速
活
動
を
開
始
し
た
。
本

日
は
、
午
前
午
後
と
も
「
工
具
の
棚
卸
、
倉
庫
Ｄ
屋
根
葺

き
替
え
」
班
と
「
野
鳥
観
察
小
屋
前
（
桜
広
場
）
の
整
備
」

班
に
分
か
れ
て
の
活
動
と
な
っ
た
。 

工
具
の
棚
卸
は
深
田
会
長
が
リ
ー
ダ
ー
、
倉
庫
Ｄ
屋
根

葺
き
替
え
は
上
田
会
員
が
リ
ー
ダ
ー
で
活
動
が
行
わ
れ

た
。
屋
根
葺
き
替
え
班
は
上
田
、
新
宮
両
会
員
が
屋
根
に

上
が
り
手
際
よ
く
透
明
の
波
板
に
葺
き
替
え
、
倉
庫
の
中

は
と
て
も
明
る
く
な
っ
た
。 

（
桜
広
場
）
の
整
備
班
は
、
二
十
五
周
年
記
念
樹
分
科

会
メ
ン
バ
ー
と
チ
ェ
ン
ソ
ー
担
当
の
林
会
員
が
、
樹
齢
推

定
四
十
年
の
山
桜
が
周
辺
の
雑
木
で
日
光
が
遮
ら
れ
成

長
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
た
め
、
周
辺
の
雑
木
と
併
せ
て
除

伐
を
行
っ
た
。 

主
に
日
光
を
遮
っ
て
い
る
の
は
胸
高
周
囲
百
二
十
㎝

の
「
白
ダ
モ
の
木
」(

小
林
副
会
長
の
調
べ)

と
他
の
繁
茂

し
て
い
る
何
本
も
の
雑
木
、
こ
れ
を
除
伐
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
薄
暗
か
っ
た
山
桜
周
辺
は
見
違
え
る
ほ
ど
明
る
く

な
り
、
山
桜
も
喜
ん
で
く
れ
綺
麗
な
花
を
咲
か
し
て
く
れ

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

約
二
十
五
本
の
雑
木
を
除
伐
出
来
た
の
も
林
会
員
の

チ
ェ
ン
ソ
ー
操
作
の
お
陰
、
こ
れ
が
な
け
れ
ば
到
底
出
来 

な
か
っ
た
。
ま
た
、
除
伐
で
出
た
凄
い
数
の
枝
を
切
り
集

め
て
、
粟
津
会
員
の
指
揮
で
こ
れ
を
桟
積
み
し
て
ス
ッ
キ

リ
と
綺
麗
に
な
り
、
二
十
五
周
年
記
念
事
業
の
（
桜
広
場
）

に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

本
日
は
、
参
加
人
数
が
少
な
い
中
、
参
加
会
員
が
そ
れ

ぞ
れ
十
二
分
努
力
し
、
積
極
的
に
活
動
し
た
事
で
、
活
動

目
標
は
百
％
達
成
で
き
た
。
皆
様
ご
苦
労
様
で
し
た
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

（
記 

水
野 

民
雄
） 
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三
月
臨
時
活
動 

ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
用
材
の
採
取
を
兼
ね
て
除
伐 

活
動
日 

 

三
月
二
十
四
日
（
木
） 

晴 

 
 

活
動
時
間 

九
時
三
十
分
～
十
三
時
三
十
分 

 
 

活
動
場
所 

天
ケ
瀬
森
林
公
園 

 
 

参
加
者 

 

会
員 

五
名 

  

先
の
二
十
日
定
例
活
動
の
時
に
実
施
予
定
だ
っ
た
ヒ
ノ
キ
一

本
の
除
伐
を
臨
時
活
動
と
し
て
行
な
っ
た
。
こ
の
除
伐
材
は
フ

ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ
二
十
五
周
年
記
念
事
業
の
ひ
と
つ
ト
ー
テ
ム

ポ
ー
ル
の
制
作
に
利
用
す
る
予
定
で
あ
る
。 

先
ず
は
新
宮
会
員
が
ロ
ー
プ
を
掛
け
、
林
会
員
が
チ
ェ
ン
ソ

ー
で
伐
倒
作
業
を
し
た
が
、
掛
か
り
木
に
な
ら
ず
ス
ム
ー
ズ
に

切
り
倒
す
こ
と
が
で
き
た
。
直
径
約
二
十
五
㎝
樹
高
約
二
十
ｍ
、

四
ｍ
ほ
ど
に
玉
切
り
し
た
も
の
の
運
び
出
す
作
業
は
難
儀
し

た
。
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ
広
場
ま
で
運
び
、
五
人
で
楽
し
く
和

や
か
に
皮
む
き
を
行
な
っ
た
。 

ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
用
だ
け
で
な
く
、
四
月
二
十
九
日
の
宇
治

市
植
物
公
園
緑
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
の
来
場
者
に
丸
太
切
り
体

験
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
材
料
も
で
き
た
。
少
数
で
の
活
動
だ
っ

た
が
、
充
実
し
た
一
日
だ
っ
た
。 

（
記 

木
曽 

宗
統
） 

今
後
の
活
動
・
行
事
の
案
内 

令
和
四
年
五
月
以
降
の
予
定
で
す
。
当
月
の
定
例
活
動
の
詳
細
は
、
当

月
の
「
活
動
案
内
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

五
月
定
例
活
動 

五
月
十
五
日
（
日
）
天
ケ
瀬
森
林
公
園 

 

・
二
十
五
周
年
記
念
事
業
の
実
施 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ
か
ら
の
お
報
せ 

天
ヶ
瀬
森
林
公
園
で
、
森
林
で
の
活
動
を
通
じ
て
そ
の
楽
し
さ
を
一
緒

に
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
新
し
い
仲
間
を
募
集
中
、
先
ず
は
一
日
体
験

か
ら
参
加
し
て
下
さ
い
。 

入
会
金 

千
円 

 

年
会
費 

二
千
円 

活
動
日 

毎
月
第
三
日
曜
日 

 

活
動
場
所 

天
ヶ
瀬
森
林
公
園 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

編
集
後
記 

 

今
月
号
は
定
例
、
特
別
、
臨
時
活
動
そ
れ
ぞ
れ
写
真
を
載
せ
る
こ
と

が
で
き
た
。
新
宮
、
田
中
、
林
各
会
員
が
活
動
の
合
間
、
写
真
撮
影
を

し
て
く
れ
た
。
活
動
に
熱
中
す
る
と
つ
い
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
忘
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
心
配
す
る
。
三
人
の
努
力
に
感
謝
し
ま
す
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
は
も
っ
と
写
真
が
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
下

さ
い
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

（
会
報
担
当 

木
曽 

宗
統
） 

（
写
真
担
当 

林 
 

幸
広
） 

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ

事
務
局 

 
 

 
 

宇
治
市
折
居
台
二
丁
目
一―
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木
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宗
統 

方 

℡
〇
九
〇―

九
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〇―

〇
七
六
三 

3/6 どんぐりプロジェクト・苗木の植樹（写真 田中一夫） 

３
／
２
０ 

倉
庫
の
屋
根
葺
き
替
え
と
工
具
の
棚
卸
し 

(

写
真 

新
宮
邦
春) 

3/24 ヒノキの皮むき 

(写真 新宮邦春) 


